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研究テーマ

| バグ再現
• ソフトウェアの利用者から提供されるバグレポートを用いて，
開発者の環境でそのバグを再現する．

| なぜ必要なのか
• バグの修正は手元でバグを再現することから始まるが，品質の
低いバグレポートが多く，手間と時間がかかる．

• バグの修正が遅れたり，複数回同じバグが発生したりすると，
ユーザが離れる原因になる．
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先行研究

| テストを生成
• バグレポートからバグ再現テストを自動生成する．

| 長所
• バグレポートからテストを生成するという新しさ．

• 学習にそこまで力を注がず一定の精度を発揮した．

| 課題
• ユーザー定義関数への対応が不十分．

• 外部ファイルや設定ファイルが必要なものは再現できない．

• 実用化するにはまだ精度が低い
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先行研究

| アクションリストを出力
• アプリとバグレポートを解析することによって，レポートに記
述されているバグを再現する動作手順を出力する．

| 長所
• かなり高い精度を発揮している．

• バグレポートで欠落した手順を補完することも可能になってい
る．

| 課題
• 解析で使用するUTGなどが不十分だと精度が下がる．
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今後について

| 復習
• 今回まとめる際に先行研究読み返したところ忘れている部分も
多かった．

• 最新のバグ再現に関する論文はほとんど読み終えてしまってい
るため，先行研究を深堀りする．

| LIBRO[1]

• 読み返していた中で，他の手法と一味違う手法であり，制度の
低さも見られたため，改善点がないか探したい．
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[1]https://arxiv.org/abs/2209.11515
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